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　令和５年第８回議会定例会は、12月14日から20日までの７日間の会期で開催されました。一般
会計の補正予算では、全町民へ一人あたり１万円の商品券を発行する事業、低所得世帯へ１世帯あ
たり７万円を給付する事業に係る費用、スクールバスに車内置き去り防止装置を設置する費用など
が増額補正されました。
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全町民へ商品券を発行、
　　　低所得世帯へ給付金を給付
全町民へ商品券を発行、
　　　低所得世帯へ給付金を給付

高騰への支援議決！！

12月議会で決まった主な事業

全町民へ一人１万円の商品券を発行

1億1,810万円

商品券発行事業

一般会計総額は

106億7870万2千円

低所得世帯へ７万円給付（追加給付分）

1億2,600万円

価格高騰重点支援給付金

引換は３月１日開始予定
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12月議会
定例会 エネルギー価格

春日集会所のエアコン等改修に係る工事費

各町道の補修に係る経費

286万円

2,944万円

集会施設改修工事費

道路補修工事費

　スクールバスに置き去り防止装置を設置
するための費用

　現在整備中の新火葬場のロビー等へ設置
する什器等の購入費用

201万円

901万円

スクールバス備品購入費

火葬場整備事業費
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●
議
案
第
１
０
６
号

令
和
５
年
度
川
俣
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

【
概
要
】
※
２
〜
３
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

①
集
会
施
設
改
修
工

事
費
の
改
修
施
設
は
ど
こ
か
。

ま
た
改
修
の
内
容
は
。

②
山
木
屋
地
区
防
災
施
設
整

備
事
業
費
の
用
地
購
入
費
に

つ
い
て
、
購
入
予
定
地
は
ど

こ
か
。

③
道
路
補
修
工
事
費
の
工
事

場
所
は
。（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
改
修
施
設
は
春
日
集

会
所
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
改

修
工
事
が
主
で
す
が
、
熱
効

率
等
を
考
慮
し
、
窓
の
修
繕

等
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。　
　
　
（
財
政
課
長
）

②
と
ん
や
の
郷
の
西
隣
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

③
町
道
長
滝
若
松
線
、細
田
・

疣
石
山
線
、
宮
町
・
仲
ノ
町

線
、
八
木
線
の
４
か
所
で
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　
　

①
各
分
団
か
ら
隊
員

（
計
19
名
）
を
募
り
編
成
す

る
予
定
で
す
。

②
ラ
ッ
パ
隊
は
消
防
団
行
事

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
各
分
団
の

共
通
認
識
の
も
と
隊
員
を
募

り
、
今
後
も
維
持
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

●
議
案
第
１
０
４
号

川
俣
町
簡
易
水
道
施
設
設

置
条
例
等
を
廃
止
す
る
条

例
【
概
要
】
簡
易
水
道
事
業
を

水
道
事
業
に
統
合
す
る
た
め

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
　
　

簡
易
水
道
を
営
農
に

使
っ
て
い
る
件
数
は
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　

令
和
４
年
度
は
24
件
で

す
。　
　
（
建
設
水
道
課
長
）

4

●
議
案
第
95
号

川
俣
町
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
特
定
天
井
・
照
明
改
修

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

【
概
要
】
空
調
用
ダ
ク
ト
の

新
設
や
床
材
の
変
更
な
ど
に

つ
い
て
契
約
変
更
（
増
額
）

す
る
も
の
。

　
　
　

ダ
ク
ト
や
床
材
の
金

額
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。（

高
橋
文
雄
議
員
）

　
　

こ
の
変
更
は
工
事
全
体

の
変
更
で
あ
り
、
個
別
ご
と

で
は
な
く
工
事
全
体
の
変
更

額
で
す
。（

生
涯
学
習
課
長
）

●
議
案
第
１
０
３
号

川
俣
町
消
防
団
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
概
要
】
消
防
団
に
新
た
に

ラ
ッ
パ
隊
、
統
括
訓
練
部
を

導
入
す
る
も
の
。

　
　
　

ラ
ッ
パ
隊
長
と
ラ
ッ

パ
班
長
の
区
別
は
。
ま
た
、

ラ
ッ
パ
隊
長
の
報
酬
が
無
い

理
由
は
。（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

ラ
ッ
パ
隊
長
は
副
団
長

が
、
ラ
ッ
パ
班
長
は
班
長
が

兼
務
す
る
も
の
で
す
。
ラ
ッ

パ
隊
長
は
連
絡
調
整
的
な
役

割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
団

長
会
議
等
に
お
い
て
協
議
し

決
定
し
ま
し
た
。（総

務
課
長
）

　
　
　

①
第
３
分
団
だ
け
で

は
ラ
ッ
パ
隊
の
編
成
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
今
後
は
全
団
員

で
担
う
と
い
う
こ
と
か
。

②
ラ
ッ
パ
隊
員
が
定
員
ま
で

集
ま
ら
な
い
場
合
に
は
ど
う

す
る
の
か
。（石

河
ル
イ
議
員
）

答

答答

答

質
問

質
問

質
問

質
問

契　
　
　

約

条　
　
　

例

補
正
予
算

主
な
議
案
と
質
疑
応
答

主
な
議
案
と
質
疑
応
答

答 質
問
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●
議
案
第
１
１
２
号

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
令
和
６
年
２
月
19
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

○
佐
藤　

朋
子
氏

（
大
字
小
島
字
横
道
）

○
佐
藤　

吉
彦
氏

（
飯
坂
字
南
古
堂
道
内
）

○
菅
野　

儀
政
氏

（
大
字
羽
田
字
畝
歩
内
）

○
佐
藤　

眞
一
氏

（
小
綱
木
字
仲
堰
）

○
高
橋　
　

亨
氏

（
大
字
西
福
沢
字
山
田
）

○
安
田　

泰
良
氏

（
大
綱
木
字
御
前
作
）

○
伊
藤　

正
清
氏

（
大
字
鶴
沢
字
宮
ノ
脇
）

○
廣
野　

忠
次
氏

（
山
木
屋
字
吉
口
山
）

●
議
案
第
１
１
３
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
令
和
５
年
12
月
20
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

○
安
田　

志
穂
氏

（
字
寺
久
保
）

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
等

　

の
選
挙

　

選
挙
の
結
果
、
次
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

○
吉
田　

文
芳
氏

（
大
字
羽
田
字
宮
前
）

○
水
野　

隆
夫
氏（

字
根
本
）

○
渡
邉　

眞
一
氏

（
大
字
鶴
沢
字
向
田
）

○
田
代　

愛
子
氏

（
大
字
小
島
字
井
戸
神
）

【
同
補
充
員
】

○
菅
野　

良
弘
氏

（
山
木
屋
字
平
山
）

○
氏
家　

克
之
氏

（
飯
坂
字
上
中
居
）

○
紺
野　

節
子
氏

（
字
新
中
町
）

○
齋
藤　

吉
晴
氏

（
大
字
小
神
字
下
戸
ノ
内
）

【調査事項】工業団地等調査
【調 査 先】中山工業団地、町賃貸事業所整備
　　　　　 予定地ほか
※ほか陳情書審査

【調査事項】町体育施設等調査
【調 査 先】町体育館、農村広場ほか
※ほか陳情書審査

　12月定例会会期中の各常任委員会で、
12月19日、次の事項を調査しました。

総務産業常任委員会 厚生文教常任委員会

活活 動動 報報 告告

人
事
案
件

おわびと訂正
議会だより187号23ページ総務産業常任委員会活動報告調査先「大字鶴沢字雁ヶ作地内」は「大字鶴沢字中田地内」の誤りでした。
おわびして訂正いたします。
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議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名

12月議会定例会審議結果（令和５年12月14日～20日）

審 議 結 果

第95号

第96号

第97号

第98号

第99号

第100号

第101号

第102号

第103号

第104号

第105号

第106号

第107号

第108号

第109号

第110号

第111号

第112号

第113号

川俣町中央公民館ホール特定天井・照明改修工事請負契約の一部変更
について

中山工業団地拡充整備造成工事請負契約の一部変更について

川俣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

川俣町奨学資金貸与条例の一部を改正する条例

川俣町都市公園条例の一部を改正する条例

川俣町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

川俣町水道事業給水条例の一部を改正する条例

川俣町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者
の資格基準に関する条例の一部を改正する条例

川俣町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例

川俣町簡易水道施設設置条例等を廃止する条例

町道路線の認定、変更及び廃止について

令和５年度川俣町一般会計補正予算（第５号）

令和５年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和５年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和５年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度川俣町水道事業会計補正予算（第３号）

農業委員会委員の任命について

教育委員会委員の任命について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）
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12月定例会陳情審査結果
受理
番号 付託委員会 件　　　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

9

10

11

12

厚 生 文 教
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

健康保険証廃止の中止を求める陳
情書

すべての医療・介護従事者の処遇
改善と人員増を求める陳情

辺野古新基地建設の断念と日米地
位協定の改定、及び安全保障によ
る米軍基地が必要であるならば全
国で平等に負担するよう求める意
見書の提出に関する陳情

年金制度における外国人への脱退
一時金の是正を求める意見書の採
択を求める陳情

福島県福島市渡利番匠町15－2
　福島県社会保障推進協議会

会長　佐藤　和久

福島県福島市五月町2－5
　福島県医療労働組合連合会

執行委員長　高橋　勝行

山形県鶴岡市水沢字行司免43－13
　沖縄に応答する会＠山形

代表　漆山　ひとみ

福岡県行橋市上稗田1097－1
小坪　慎也

不採択

不採択

不採択

　政府は、看護師や介護職員など社会基盤を支える労働者が、
その役割の重要性に比して賃金水準が低い状況であるとし、
ケア労働者の賃上げ事業に踏み出し、2022年10月からは診
療報酬と介護報酬の臨時改定を行い、「看護職員処遇改善評
価料」と「介護職員等ベースアップ等支援加算」を新設した。
　しかし、看護職員処遇改善評価料においては、施設基準に
より対象医療機関が限定されることから、就業看護職員約
173万5千人のうち、本評価料の対象となる医療機関に勤務
する看護職員は33％程度の57万人と見込まれる。コロナ禍
において国民の命や健康を守るために必死に奮闘してきたの
は、一部の施設や職種だけではない。
　毎年のように発生している自然災害時の対応や、新たな感
染症に備えるためにも、平常時から、必要な人員の確保と体
制整備が求められている。

　福島県では、2025年度の介護職員充足率推計が90.5％（全
国32位）で介護職員の不足が見込まれている。
　よって、安全・安心の医療・介護体制を築くため、診療報
酬・介護報酬を大幅に引き上げ、医療・介護従事者の賃金引
上げなど処遇の改善で人材を確保するよう求める。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出
する。

　令和５年12月20日

内閣総理大臣　　　岸田　文雄 様
厚生労働大臣　　　武見　敬三 様
財務大臣　　　　　鈴木　俊一 様
総務大臣　　　　　松本　剛明 様

福島県伊達郡川俣町議会

国民の命と健康を守るため、政府の責任で
すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書

12月定例会における議員提案は１件で、意見書等は関係機関に送付しました。

採択
意見書
提　出
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議　　　　　　　　案

第87号
議会議員の議員報酬、期末手当及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

第88号
川俣町長等の給与に関する条例の一部を
改正する条例

第89号
職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例

○は賛成、×は反対

菅
野
清
一

新
関
善
三

高
橋
清
美

蓮
沼
洋
志

作
田
善
輝

石
河
ル
イ

山
家
恵
子

菅
野
信
一

高
橋
文
雄

藤
原　

正

藤
野
圭
史

○○○○○×○○×○○

○○○○○×○○×○○

○○○○○○○○×○○

議　案　採　決　表

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

第87号

第88号

第89号

第90号

第91号

第92号

第93号

第94号

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例

川俣町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

令和５年度川俣町一般会計補正予算(第４号)

令和５年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和５年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和５年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度川俣町水道事業会計補正予算（第２号）

可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

11月議会臨時会審議結果（令和５年11月30日）

　11月30日、第７回臨時会が開催され、期末手当の額を改める　11月30日、第７回臨時会が開催され、期末手当の額を改める
条例改正議案、補正予算議案が提案され、それぞれ可決されました。条例改正議案、補正予算議案が提案され、それぞれ可決されました。

令和5年

第7回議会臨時会第7回議会臨時会



かわまた議会だより9

一 般 質 問
まちの課題を問う!

12月議会定例会の一般質問には９人の議員が登壇しました。

石　河　ル　イ 議員

藤　野　圭　史 議員

菅　野　信　一 議員

高　橋　清　美 議員

●物価高騰対策について
●高齢者福祉について
●ジェンダー平等社会実現にむ
　けての取組は
●町営住宅の利用状況と課題は

●ＤＸ進捗状況について
●賃貸事業所（瓦町に整備され
　る建物）について
●川俣町のふるさと納税について

●旧教育施設の利活用について
●川俣町貸事業所整備事業につ
　いて

●公用車の管理状況は
●令和６年度における重点施策
　と予算は
●中心市街地の活性化対策は

10

12

14

16

菅　野　清　一 議員

作　田　善　輝 議員

高　橋　文　雄 議員

山　家　恵　子 議員

●原発事故から12年、復興事
　業の成果と課題は
●川俣町の顔でもある中央公園
　の位置づけについて

●川俣町貸事業所整備に関して
●地球環境に配慮したまちづく
　りの取組について
●歴史、文化、芸術をまもり育
　てるまちづくりの取組は

●第６次振興計画について
●瓦町地内に新設の貸事務所に
　ついて
●中丁交差点の信号について

●子宮頸がん撲滅への取組とＨ
ＰＶワクチンの男性への接種
の重要性について
●認知症とくらしやすい町の推
　進について

11

13

15

17

蓮　沼　洋　志 議員

●教育環境と子育て支援について
●復興住宅と公営団地の利活用
　について
●サロンの推奨と認知症基本法
　について

18



かわまた議会だより

一 般 質 問

①
高
い
保
険
料
を
上
げ
な
い

た
め
の
考
え
は
。

②
老
々
介
護
者
へ
の
慰
労
金
増
額
は
。

③
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
内
容
は
。

④
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
に
対
し

て
補
助
制
度
の
実
現
は
。

①
第
９
期
の
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
に
お
い
て
介
護
保

険
料
の
所
得
段
階
を
９
段
階
か
ら
13

段
階
に
設
定
し
、
負
担
感
の
軽
減
を

①
壁
沢
２
号
棟
の
外
壁
塗
装

は
い
つ
や
る
の
か
。

②
共
益
費
の
補
助
を
す
る
考
え
は
。

③
新
中
町
復
興
住
宅
の
家
賃
に
つ
い

て
の
説
明
は
。

①
性
別
役
割
分
担
の
固
定
化

解
消
に
つ
い
て
の
呼
び
か
け

は
。

②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
は
。

①
広
報
誌
で
の
呼
び
か
け
や

研
修
会
の
開
催
等
啓
発
活
動

を
通
し
、
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

②
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
、
特
例

措
置
の
継
続
等
、
適
切
な
措
置
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

①
生
活
者
支
援
に
つ
い
て
、

給
付
金
の
早
急
な
給
付
と
灯

油
券
の
配
布
は
。

②
事
業
者
支
援
の
継
続
は
。

③
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
の
中

止
を
求
め
て
い
く
考
え
は
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

給
付
金
の
現
金
給
付
に
よ
り
、

灯
油
を
含
め
価
格
高
騰
対
策
全
般
に

わ
た
り
対
応
可
能
と
な
り
効
果
的
な

支
援
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

②
国
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
町
合

理
化
資
金
な
ど
の
既
存
制
度
の
活
用

促
進
な
ど
長
期
的
な
視
点
で
支
援
を

行
い
ま
す
。

③
消
費
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
国
の

取
扱
い
を
注
視
し
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
個
人
事
業
主
等

10

物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に

つ
い
て

町
営
住
宅
の
利
用

状
況
と
課
題
は

効
果
的
な
支
援
を

継
続
し
ま
す　
　

負
担
感
の
軽
減
に

努
め
ま
す　
　
　

検
討
を
進
め
ま
す

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

実
現
に
む
け
て
の
取
組
は

意
識
の
醸
成
を

図
り
ま
す　
　

質
問

答
弁

答
弁

①
町
単
独
費
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
財
源
の
確
保

が
課
題
で
す
が
早
期
に
改
修
が
で
き

る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

②
各
自
治
会
で
共
益
費
を
決
定
し
徴

収
し
て
い
る
た
め
上
限
を
定
め
た
補

助
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
空
き

戸
数
増
な
ど
共
同
部
分
の
維
持
が
難

し
い
場
合
は
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

③
当
該
家
賃
に
つ
い
て
説
明
の
要
望

が
あ
る
場
合
は
、
積
極
的
に
対
応
し

ま
す
。

図
り
ま
す
。

②
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い
て
は
介
護

保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
の
中
で
検

討
し
ま
す
。

③
定
期
巡
回
は
18
時
か
ら
８
時
の
間

に
、
排
せ
つ
介
助
や
安
否
確
認
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
随
時
対
応
で
は
、

夜
間
の
体
調
不
良
時
な
ど
に
介
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
現
在
、
中
等
度
難
聴
の
方
に
対
す

る
助
成
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
の
取

組
を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

議員石 河 ル イ
いし　かわ

検討が進む補聴器購入への助成



かわまた議会だより

一 般 質 問

①
中
央
公
園
は
町
の
中
心
部

に
あ
る
自
然
林
を
生
か
し
、

緑
地
保
全
の
機
能
を
備
え
、
住
民
生

活
に
密
着
し
た
憩
い
の
場
や
交
流
の

場
を
目
的
に
、
昭
和
52
年
３
月
に
都

市
計
画
公
園
決
定
を
受
け
、
公
園
と

し
て
の
用
地
取
得
を
行
い
、
昭
和
54

年
３
月
に
中
央
公
園
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

②
現
在
は
、
除
草
・
樹
木
剪
定
作
業

の
委
託
及
び
管
理
清
掃
委
託
な
ど
、

園
内
の
美
化
と
維
持
管
理
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
憩
い
の
場
の
一
つ
で
も

あ
る
日
本
庭
園
の
清
掃
を
毎
年
５
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
中
央
公
園
の
草
刈
り
な

ど
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

も
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
も

得
な
が
ら
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
は
公
園
駐
車

場
東
側
の
広
場
に
、
子
育
て
世
代
か

ら
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
幼
児
向
け

の
遊
具
１
基
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。
立
木
や
花
木
な
ど
の
繁
茂
に
よ

り
見
晴
ら
し
が
悪
い
な
ど
の
要
望
も

あ
り
、
そ
れ
ら
に
も
適
切
に
対
応
し

な
が
ら
、
今
後
も
中
央
公
園
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

③
避
難
指
示
解
除
に
あ
た
っ
て
、
取

り
交
わ
さ
れ
た
確
認
書
を
踏
ま
え
、

本
町
の
復
興
事
業
を
推
進
す
る
よ
う

国
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

④
東
京
電
力
の
追
加
賠
償
の
対
応
状

況
の
発
表
に
よ
る
と
、
11
月
末
現
在
、

対
象
者
１
４
８
万
人
の
う
ち
約
92
万

人
か
ら
請
求
を
受
け
付
け
、
約
64
万

人
の
支
払
い
を
完
了
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

⑤
町
に
お
け
る
現
時
点
の
請
求
総
額

は
約
22
億
３
，６
０
０
万
円
で
、
こ

れ
に
対
す
る
賠
償
額
は
12
月
１
日
現

在
で
約
11
億
１
，２
０
０
万
円
、
賠

償
率
は
49
．７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
復
興
の
課
題
は
何
か
。

②
復
興
事
業
59
項
目
は
完
了

し
た
の
か
。

③
２
０
１
６
年
10
月
の
確
認
書
は
生

か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

④
第
５
次
追
補
の
支
払
い
状
況
は
。

⑤
公
共
賠
償
は
完
了
し
た
の
か
。

①
復
旧
復
興
へ
の
歩
み
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
山
木
屋
地

区
は
、
帰
還
住
民
が
約
半
数
に
と
ど

ま
り
、
農
業
の
再
生
も
回
復
途
上
に

あ
る
な
ど
、
復
興
へ
の
道
の
り
は
続

い
て
い
ま
す
。
原
子
力
災
害
と
い
う

経
験
の
な
い
大
災
害
か
ら
の
復
興
を

目
指
し
、
課
題
の
克
服
に
全
庁
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

②
現
時
点
で
59
事
業
の
う
ち
38
事
業

が
完
了
、
19
事
業
が
継
続
中
で
96
％

の
事
業
が
実
施
済
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

議員菅 野 清 一
かん　 の　 きよ　かず

11

原
発
事
故
か
ら
12
年
、
復
興
事
業
の
成
果
と
課
題
は

課
題
の
克
服
に
取
り
組
み
ま
す

質
問

答
弁

①
こ
の
公
園
は
い
つ
ど
の
よ

う
な
目
的
で
作
ら
れ
た
の
か
。

②
現
在
の
よ
う
な
管
理
整
備
状
況
は

適
正
な
の
か
。

川
俣
町
の
顔
で
も
あ
る

中
央
公
園
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て適

切
な
整
備
に

努
め
ま
す　
　

質
問

答
弁

枯れそうな桜の木整備が急がれる中央公園



かわまた議会だより

一 般 質 問

り
、
準
備
が
整
っ
た
事
業
か
ら
優
先

順
位
を
決
め
て
進
め
る
考
え
で
す
。

③
町
は
町
民
の
個
人
情
報
な
ど
を
大

量
に
保
有
し
て
い
る
公
の
機
関
と
い

う
立
場
で
あ
り
基
本
的
に
は
慎
重
な

姿
勢
で
臨
む
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

限
定
的
な
運
用
か
ら
始
め
、
段
階
的

に
生
成
Ａ
Ｉ
の
業
務
活
用
を
進
め
る

考
え
で
す
。

①
今
ま
で
実
施
し
た
内
容
と

そ
の
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

②
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
計
画
と
優
先

順
位
は
あ
る
の
か
。

③
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
は
検
討
し
て
い
る

の
か
。

①
令
和
５
年
度
は
、
行
政
キ

オ
ス
ク
端
末
の
設
置
事
業
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
事
務
サ

ー
ビ
ス
用
端
末
機
器
の
設
置
事
業
に

つ
い
て
３
月
頃
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
施
設

や
検
診
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
サ
ー

ビ
ス
や
子
ど
も
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
集
計
や
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
委

員
会
の
意
見
等
を
伺
い
業
務
成
果
等

を
整
理
し
ま
す
。

②
各
事
業
は
、
担
当
課
等
よ
り
情
報

収
集
や
調
査
検
討
な
ど
を
進
め
て
お

議員
ふじ　 の　 けい　 じ

藤 野 圭 史

12

質
問

答
弁 Ｄ

Ｘ
進
捗
状
況
に
つ
い
て

順
次
、
事
業
を
進
め
ま
す

①
令
和
６
年
度
に
建
築
工
事

着
工
を
目
指
し
、
令
和
５
年

９
月
27
日
付
で
川
俣
町
貸
事
業
所
整

備
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
契
約

を
締
結
し
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設

計
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

②
要
件
は
ま
だ
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

本
施
設
は
、
山
木
屋
地
区
へ
の
帰
還
、

移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
町
の
抱
え

る
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
取
組
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
の
活
動
拠
点
と
な

る
貸
事
業
所
を
整
備
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
目
的
を
踏
ま
え
入
居
者
の

要
件
等
を
検
討
し
ま
す
。

③
ま
だ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

①
進
捗
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

②
入
居
者
の
要
件
は
あ
る
の
か
。

③
事
前
募
集
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

賃
貸
事
業
所
（
瓦
町
に

整
備
さ
れ
る
建
物
）
に

つ
い
て現

在
、
設
計
を

進
め
て
い
ま
す

質
問

答
弁

①
ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
の
よ

う
な
状
況
（
納
税
額
等
）
か
。

②
返
礼
品
の
選
出
方
法
や
審
査
な
ど

は
あ
る
の
か
。

③
今
後
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。

①
今
年
度
の
寄
附
額
は
、
11

月
30
日
ま
で
２
，１
４
５
万

７
，０
０
０
円
で
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り

川
俣
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
充
実
に

取
り
組
み
ま
す　

質
問

の
金
額
で
す
。

②
返
礼
品
は
広
報
誌
で
募
集
を
行
い
、

事
業
者
か
ら
の
応
募
を
受
け
、
町
で

総
務
省
の
基
準
に
該
当
し
て
い
る
か

を
確
認
し
、
そ
の
後
、
総
務
省
の
事

前
確
認
を
経
て
返
礼
品
と
し
て
取
り

扱
い
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
返
礼
品
を
通
し
て
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
け
る
よ
う
、
事
業
者
の
皆

様
と
共
に
返
礼
品
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

答
弁

様々な取組が予定されているDX事業
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さく　 た　 よし　てる

議員作 田 善 輝
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い
ま
す
。
今
後
は
入
居
者
の
要
件
や

施
設
の
運
営
形
態
等
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
す
。

③
事
業
者
が
取
組
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
地
域
や
各
種
団
体
等
の
協
力
は

必
要
不
可
欠
な
た
め
、
町
は
入
居
し

た
事
業
者
が
円
滑
な
事
業
活
動
を
行

①
本
事
業
の
概
要
、
目
的
は
。

②
こ
れ
ま
で
の
取
組
経
過
、

今
後
の
展
開
は
。

③
本
事
業
に
対
す
る
町
当
局
の
役
割
、

地
域
・
関
係
者
と
の
関
わ
り
は
。

④
街
な
か
の
商
店
街
の
活
性
化
に
向

け
た
取
組
と
の
関
わ
り
は
。

①
山
木
屋
地
区
へ
の
帰
還
、

移
住
促
進
に
向
け
、
医
療
、

介
護
な
ど
町
の
抱
え
る
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
取
組
を
行
う
事
業
者
と
の

連
携
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ら
事
業

者
の
活
動
拠
点
と
な
る
貸
事
業
所
を

町
中
心
部
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

②
令
和
４
年
度
に
施
設
整
備
の
方
向

性
を
取
り
ま
と
め
、
今
年
度
、
施
設

概
要
に
つ
い
て
地
区
住
民
等
へ
の
説

明
を
行
い
、
現
在
、
設
計
を
進
め
て

質
問

答
弁

①
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
向
け
た
町
の
取
組
は
。

②
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成

に
向
け
た
取
組
は
。

③
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
対
す
る
課
題

は
。

①
川
俣
町
地
域
ま
る
ご
と
省

エ
ネ
計
画
に
基
づ
き
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
を

は
じ
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
い
わ
ゆ
る
３
Ｒ
の
推
進
等
に
つ
い

て
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
小
型
電
子
機
器
の
回
収
、
家
庭

用
生
ご
み
処
理
機
へ
の
補
助
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

③
い
ず
れ
の
取
組
も
町
民
や
事
業
者

の
皆
様
一
人
一
人
が
自
ら
の
問
題
と

し
て
捉
え
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
を
意
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
い
か
に
そ
の
意
識
づ

け
を
図
っ
て
い
く
か
が
町
と
し
て
の

課
題
と
考
え
ま
す
。

地
球
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
に

つ
い
て引

き
続
き　
　

取
り
組
み
ま
す

①
歴
史
、
伝
統
文
化
の
保
護

と
継
承
の
取
組
は
。

②
文
化
、
芸
術
活
動
の
活
性
化
に
向

け
た
取
組
は
。

③
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
対
す
る
課
題

は
。

質
問

質
問 歴

史
、
文
化
、
芸
術
を

ま
も
り
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
は

参
加
機
会
の
提
供
に

努
め
ま
す　
　
　
　

答
弁

答
弁

川
俣
町
貸
事
業
所

整
備
に
関
し
て

町
が
積
極
的
に

関
わ
り
ま
す　

え
る
よ
う
、
各
種
調
整
な
ど
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

④
多
く
の
方
が
利
用
す
る
こ
と
で
、

交
流
・
関
係
人
口
が
増
加
し
、
中
心

商
店
街
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

①
今
年
度
は
新
た
に
町
外
か

ら
歴
史
、
古
文
書
の
専
門
の

方
々
を
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

に
委
嘱
し
、
文
化
財
の
保
存
等
に
つ

い
て
、
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
生
の
芸
術
に
親
し
む
機
会
と
し
て
、

文
化
事
業
の
開
催
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
周
知
な
ど
、
参
加
機
会

の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

町外からも多くの人が参加するコスキン・エン・ハポン
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一 般 質 問

①
貸
事
業
所
の
利
用
条
件
は
。

②
貸
事
業
所
の
需
要
の
見
込

み
は
。

③
管
理
運
営
の
主
体
は
。
ま
た
運
営

方
法
及
び
経
費
負
担
は
。

①
入
居
者
の
要
件
は
ま
だ
定

め
て
い
ま
せ
ん
。
施
設
の
目

的
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
町
内
の
実
証
事
業
を
実

施
し
た
事
業
者
や
起
業
・
創
業
で
相

談
を
い
た
だ
い
た
事
業
者
に
対
し
て
、

貸
事
業
所
へ
の
入
居
意
向
に
つ
い
て

①
旧
小
学
校
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
過

は
。

②
公
募
の
方
法
は
。
ま
た
、
地
元
企

業
、
地
域
住
民
団
体
が
運
営
主
体
と

な
れ
ば
、
よ
り
一
層
の
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
そ
の
考
え

は
あ
る
か
。

聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
法
人

２
社
程
度
、
個
人
事
業
主
３
名
程
度

か
ら
入
居
の
意
向
が
示
さ
れ
、
一
定

程
度
の
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

③
運
営
方
式
は
、
指
定
管
理
方
式
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後
、
管
理

運
営
主
体
に
つ
い
て
選
定
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。
維
持
管
理
に
か
か

る
経
費
負
担
は
、
主
な
収
入
は
施
設

の
利
用
料
収
入
と
町
か
ら
の
委
託
料

と
想
定
し
て
い
ま
す
。
施
設
を
持
続

的
に
運
営
す
る
上
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
い
か
に
抑
え
る
か
が
重
要

で
あ
り
、
再
エ
ネ
の
活
用
な
ど
、
維

持
管
理
に
か
か
る
経
費
を
で
き
る
限

り
抑
え
る
こ
と
が
可
能
な
施
設
と
な

る
よ
う
基
本
、
実
施
設
計
を
進
め
、

持
続
的
な
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う

な
経
費
負
担
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
考
え
で
す
。

議員菅 野 信 一
かん　 の　 しん　いち
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質
問

質
問 川

俣
町
貸
事
業
所

整
備
事
業
に
つ
い
て

一
定
の
需
要
が

見
込
ま
れ
ま
す

答
弁

旧
教
育
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

よ
り
よ
い
利
活
用
を
目
指
し
ま
す

③
旧
小
学
校
施
設
を
宿
泊
施
設
に
活

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

④
旧
富
田
幼
稚
園
の
公
募
の
条
件
に

あ
る
「
避
難
所
機
能
の
維
持
及
び
災

害
時
の
協
力
体
制
の
構
築
」
は
、
首

長
の
責
務
で
な
い
の
か
。

①
令
和
４
年
３
月
末
に
閉
校

と
な
っ
た
３
校
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
５
月
に
町
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。
旧
富
田
小
学
校
は
株
式
会

社
い
ち
い
と
基
本
協
定
を
締
結
済
み

で
す
。
ま
た
、
旧
福
田
小
学
校
及
び

旧
飯
坂
小
学
校
は
、
方
針
決
定
以
降
、

利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
を
個
別
に
持
ち

込
む
企
業
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
文
部
科
学
省
「
み
ん
な
の
廃
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
出
展
し
企
業
か

ら
の
問
合
せ
に
対
応
す
る
な
ど
今
後

の
利
活
用
へ
向
け
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

答
弁

②
公
募
の
場
合
は
主
に
企
画
提
案
競

争
方
式
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
地
元

企
業
や
地
域
住
民
団
体
が
運
営
主
体

と
な
れ
ば
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

よ
り
よ
い
利
活
用
の
効
果
を
求
め
る

に
あ
た
り
、
必
ず
し
も
地
元
企
業
、

団
体
に
限
定
す
る
も
の
と
は
せ
ず
利

活
用
を
図
る
考
え
で
す
。

③
廃
校
利
活
用
に
お
い
て
宿
泊
施
設

へ
の
転
用
も
主
要
な
例
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
旧
小
学
校
施
設
の
立
地
条

件
や
施
設
の
特
徴
に
合
っ
た
利
活
用

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

④
災
害
基
本
法
第
49
条
の
７
に
基
づ

く
指
定
避
難
所
の
指
定
は
町
長
の
重

要
な
責
務
で
す
。
地
域
住
民
に
と
っ

て
避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
指
定
し
、

そ
の
責
務
と
し
て
、
今
後
、
民
間
の

管
理
と
な
っ
た
場
合
も
、
有
事
の
際

の
協
力
体
制
を
は
じ
め
、
消
防
団
や

地
域
と
共
に
防
災
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

有効な利活用が望まれる富田幼稚園
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一 般 質 問
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①
み
ん
な
で
創
る
町
づ
く
り

と
う
た
い
な
が
ら
計
画
の
概

要
版
を
配
布
し
た
理
由
は
。

②
町
政
懇
談
会
で
は
費
用
対
効
果
を

考
え
配
布
し
な
か
っ
た
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
費
用
対
効
果
の
内
容
は
。

③
み
ん
な
で
創
る
町
づ
く
り
と
う

た
っ
て
い
る
が
住
民
の
関
わ
り
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

①
概
要
版
は
計
画
の
要
点
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も

の
で
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
や
す

く
、
理
解
し
や
す
い
も
の
と
考
え
ま

す
。
本
編
は
各
公
民
館
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
り
、

ペ
ー
ジ
数
も
２
０
０
ペ
ー
ジ
と
多
く
、

印
刷
費
用
が
か
さ
ん
で
し
ま
う
た
め

全
戸
配
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

③
建
設
敷
地
の
件
に
つ
い
て
、
両
一

方
通
行
の
間
全
体
を
利
用
す
る
よ
う

に
出
来
れ
ば
進
入
の
利
便
性
が
高
ま

る
と
考
え
る
が
そ
の
よ
う
に
出
来
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

①
本
施
設
は
、
原
子
力
災
害

被
災
地
域
事
業
所
整
備
等
支

援
事
業
を
活
用
し
令
和
６
年
度
に
施

設
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。
内
容
を

協
議
の
う
え
、
調
査
・
設
計
に
係
る

交
付
金
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
変
更
が
困
難
と
の
趣
旨
で
お

答
え
を
し
た
も
の
で
す
。
商
店
の
入

居
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
心

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
利
用
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
く
考
え
で
す
。

②
部
屋
の
配
置
等
軽
微
な
変
更
に
つ

い
て
は
可
能
で
す
が
、
部
屋
数
や
面

積
、
機
能
等
の
変
更
は
困
難
で
す
。

③
建
設
予
定
地
は
、
町
道
３
路
線
に

面
し
て
お
り
利
便
性
は
十
分
に
確
保

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
先
日
、
地
元
自
治
会
に
説

明
会
が
あ
り
、
中
身
の
変
更

は
補
助
金
の
関
係
で
出
来
な
い
と
の

事
だ
っ
た
が
、
場
所
が
町
の
地
域
指

定
で
は
商
業
地
で
あ
る
た
め
商
店
の

一
つ
や
二
つ
が
入
れ
る
様
な
造
り
に

出
来
な
い
の
か
。

②
ど
の
程
度
の
変
更
が
可
能
な
の
か
、

ま
っ
た
く
不
可
能
な
の
か
。

質
問 瓦

町
地
内
に
新
設
の

貸
事
務
所
に
つ
い
て

第
６
次
振
興
計
画
に

つ
い
て

大
き
な
変
更
は

困
難
で
す　
　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す　
　
　
　
　
　

②
本
編
の
印
刷
費
は
約
１
，０
０
０

万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

③
住
民
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
町
民
の
方
々
の
関
わ

り
が
不
可
欠
で
す
。
町
民
の
方
々
が

主
体
と
な
る
自
治
会
活
動
や
、
ま
ち

答
弁

中
丁
交
差
点
が
学
校
統
合
に

よ
り
通
学
の
生
徒
が
多
く
な

り
、
旧
本
田
タ
ク
シ
ー
前
の
歩
道
が

狭
く
車
道
に
は
み
出
て
歩
い
て
い
る

状
態
で
危
険
性
が
あ
る
。
信
号
機
を

歩
車
分
離
式
も
し
く
は
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
式
に
変
更
出
来
な
い
か
。

当
該
交
差
点
は
平
成
29
年
度

に
町
交
通
対
策
協
議
会
よ
り

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
の
要
望
を
受
け
、

管
轄
の
警
察
署
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

交
差
点
に
お
け
る
児
童
等
の
交
通
安

全
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

質
問 中

丁
交
差
点
の

信
号
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
ま
す　
　
　
　
　

答
弁

危険性のある中丁交差点

づ
く
り
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
策

を
充
実
さ
せ
、
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
多
様
な
主
体
の
皆
様
と
行
政
が

相
互
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
で
き
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

答
弁
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一 般 質 問

答
弁

④
復
興
事
業
の
総
点
検
と
新
た
な
復

興
計
画
の
推
進
は
。

⑤
観
光
事
業
の
充
実
と
発
展
は
。

①
基
本
的
な
感
染
対
策
に
つ

い
て
周
知
し
引
き
続
き
注
意

喚
起
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
長
引
く

物
価
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の

た
め
継
続
し
た
事
業
者
支
援
は
重
要

と
考
え
ま
す
。
既
存
制
度
の
活
用
促

進
な
ど
長
期
的
な
視
点
で
支
援
を
行

い
ま
す
。

②
引
き
続
き
、
若
い
世
代
が
定
住
し
、

出
会
い
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
な

ど
、
子
育
て
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お

け
る
必
要
な
支
援
、
そ
し
て
、
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
の
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
中
、
意

欲
の
あ
る
新
規
就
農
者
を
い
か
に
確

保
し
、
将
来
の
農
業
の
担
い
手
と
し

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

と
営
業
補
償
の
充
実
は
。

②
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
は
。

③
農
林
業
・
商
工
業
へ
の
支
援
の
充

実
と
強
化
は
。

①
各
課
そ
れ
ぞ
れ
の
公
用
車

の
管
理
状
況
は
。

②
定
期
点
検
等
は
万
全
に
受
け
て
い

る
の
か
。

③
車
検
切
れ
の
車
両
は
な
か
っ
た
か
。

①
町
管
理
の
公
用
車
は
、
リ

ー
ス
車
両
12
台
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
15
台
を
含
め
計
57
台
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
消
防
団
各
分
団
へ
の
配
置

車
両
37
台
等
が
あ
り
、
各
課
で
維
持

管
理
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
使
用
の
都
度
、
職
員
が
状
況
を
確

議員
たか　はし　きよ　 み

高 橋 清 美
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公
用
車
の
管
理
状
況
は

適
切
に
管
理
し
て
い
ま
す

質
問

質
問

答
弁

令
和
６
年
度
に
お
け
る

重
点
施
策
と
予
算
は

引
き
続
き
充
実
を

図
り
ま
す　
　
　

て
育
成
で
き
る
か
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

就
農
の
相
談
か
ら
定
着
ま
で
、
一
連

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
就
農

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

④
「
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
ソ
フ
ト
へ
の

転
換
」「
家
畜
飼
料
作
物
中
心
の
復

興
事
業
か
ら
も
っ
と
多
く
の
農
家
が

参
入
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
整

備
」「
山
木
屋
地
区
に
お
け
る
先
端

技
術
産
業
の
実
証
基
地
の
整
備
と
豊

か
な
自
然
・
歴
史
・
景
観
を
生
か
し

た
リ
ゾ
ー
ト
化
」
の
三
つ
の
視
点
で

取
組
を
進
め
ま
す
。

⑤
県
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
、
観

光
資
源
の
連
携
を
目
的
と
し
た
誘
客

事
業
や
道
の
駅
を
中
心
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
移
住
生
活
や
農
業
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
創

出
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
現
在
計
画
し
て
い
る
内
容

は
。

②
移
住
・
定
住
・
雇
用
創
出
に
つ
な

が
る
の
か
。

質
問 中

心
市
街
地
の

活
性
化
対
策
は

交
流
人
口
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す　
　

①
町
の
課
題
解
決
に
加
え
、

雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
交
流
・
関
係
人
口
の
創
出
、

ま
た
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
ら
の

取
組
を
行
う
事
業
者
の
活
動
拠
点
と

な
る
施
設
を
町
中
心
部
へ
整
備
す
る

計
画
で
す
。

②
事
業
者
が
本
町
に
進
出
し
、
本
施

設
を
拠
点
と
し
課
題
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
移
住
者
の
確
保
、
交
流
・

関
係
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

答
弁

認
し
、
不
都
合
等
の
異
常
を
発
見
し

た
場
合
は
速
や
か
に
点
検
を
受
け
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
本
年
12
月
時
点
で
車
検
が
切
れ
て

い
る
公
用
車
は
あ
り
ま
せ
ん
。

適切な管理が求められる
町公用車
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一 般 質 問

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
へ
の
取
組
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

男
性
へ
の
接
種
の
重
要
性
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
に
努
め
ま
す

議員山 家 恵 子
やま　 が　 けい　 こ
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①
令
和
４
年
度
と
令
和
５
年

度
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

対
象
者
数
は
。

②
高
校
１
年
生
か
ら
27
歳
相
当
の
未

接
種
者
全
員
に
対
し
、
最
終
期
限
を

知
ら
せ
る
通
知
は
い
つ
ど
の
よ
う
な

内
容
で
送
付
す
る
の
か
。

質
問

①
認
知
症
基
本
法
に
よ
る
町

の
認
識
は
。

②
町
の
認
知
症
の
実
態
と
今
後
の
推

計
は
。

③
こ
れ
ま
で
の
認
知
症
へ
の
取
組
は
。

④
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
へ
の
支
援
と

課
題
は
。

⑤
希
望
を
か
な
え
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

の
普
及
に
つ
い
て
。

⑥
今
後
の
町
の
認
知
症
に
対
す
る
展

望
は
。

①
基
本
理
念
等
を
基
に
、
認

知
症
の
方
々
が
生
き
生
き
と

認
知
症
と
く
ら
し
や
す
い

町
の
推
進
に
つ
い
て

取
組
の
強
化
を

図
り
ま
す　
　

質
問

③
ポ
ス
タ
ー
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
対

象
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
啓
発
を
集

中
的
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
は
。

④
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
関
係
す
る
男
性
の
疾
病

は
。

⑤
男
性
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
で
何
が
期
待
で
き
る
の
か
。

⑥
男
性
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
。

⑦
男
性
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
へ
の

助
成
は
。

⑧
小
中
学
校
に
お
け
る
が
ん
教
育
の

充
実
や
公
民
館
講
座
に
取
り
入
れ
る

考
え
は
。①

令
和
４
年
度
は
３
１
２
名

で
、
令
和
５
年
度
は
加
え
て

38
名
が
対
象
で
す
。

②
令
和
６
年
度
に
３
回
未
接
種
者
全

答
弁

答
弁

員
に
、
年
度
内
の
接
種
勧
奨
に
つ
い

て
個
別
通
知
し
ま
す
。

③
個
別
通
知
の
際
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
同
封
し
不
安
等
の
払
拭
を
図
る
な

ど
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ま
す
。

④
咽
頭
が
ん
や
肛
門
が
ん
、
尖
圭
コ

ン
ジ
ロ
ー
マ
等
で
す
。

⑤
女
性
へ
の
感
染
症
及
び
子
宮
頸
が

ん
の
発
症
予
防
、
自
身
の
疾
病
予
防

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑥
３
回
接
種
で
約
４
万
５
，０
０
０

円
か
ら
６
万
円
で
す
。

⑦
国
の
定
期
接
種
の
検
討
状
況
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
検
討
し
ま
す
。

⑧
小
学
校
の
保
健
及
び
中
学
校
の
授

業
で
、
が
ん
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
生
涯
学
習
事
業
で
は
女
性
講
座

等
の
中
で
、
が
ん
予
防
に
つ
い
て
学

習
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

子
宮
頸
が
ん
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

生
活
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
取
組
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
認
知
症
の
正
確
な
実
態
把
握
は
困

難
で
す
が
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
の
約
６
割
の
方
が
、
日
常
生
活

自
立
度
判
定
基
準
に
お
い
て
ラ
ン
ク

Ⅲ
以
上
で
す
。

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
の

確
保
や
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家

族
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
や
訪
問

活
動
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
に
よ
る
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、

通
報
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

⑤
窓
口
で
の
チ
ラ
シ
掲
示
の
ほ
か
、

広
報
誌
掲
載
等
、
周
知
、
普
及
に
努

め
ま
す
。

⑥
今
後
も
認
知
症
の
各
種
関
連
施
策

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

男性のHPVワクチン接種による効果も期待される
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範
囲
を
広
げ
、
通
常
の
公
営
住
宅
入

居
対
象
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

②
令
和
５
年
12
月
の
募
集
空
き
戸
数

は
55
戸
で
す
。

③
壁
沢
住
宅
２
号
棟
以
外
の
団
地
は
、

公
営
住
宅
法
の
団
地
で
あ
り
、
公
営

住
宅
の
目
的
以
外
で
使
用
す
る
場
合

は
、
国
の
承
認
が
必
要
と
な
り
、
使

用
料
等
の
再
設
定
も
必
要
と
な
る
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
様
の
改
修
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
復
興
住
宅
の
一
般
町
民
利

用
は
可
能
に
な
っ
た
の
か
。

②
公
営
団
地
の
空
き
室
は
何
戸
か
。

③
壁
沢
２
号
棟
の
様
に
他
の
団
地
も

改
修
は
出
来
な
い
の
か
。

　

公
営
団
地
は
高
齢
者
の
方
が
多
い

た
め
、
若
い
人
達
に
入
居
い
た
だ
き

自
治
会
に
も
参
加
い
た
だ
き
元
気
に

過
ご
し
て
い
た
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

①
令
和
５
年
１
月
４
日
よ
り
、

入
居
対
象
者
を
山
木
屋
地
区

以
外
の
居
住
・
旧
居
住
制
限
者
に
加

え
、
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
に
定

め
る
支
援
対
象
避
難
者
及
び
東
日
本

大
震
災
に
係
る
地
震
・
津
波
被
災
者

に
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
令
和

５
年
７
月
１
日
よ
り
、
さ
ら
に
対
象

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場

所
の
変
更
に
つ
い
て

②
た
の
し
い
教
室
に
つ
い
て

①
現
在
の
バ
ス
発
着
場
は
、

複
数
の
バ
ス
が
安
全
に
発
着

で
き
る
こ
と
や
体
力
面
へ
の
配
慮
な

ど
を
考
慮
し
選
定
し
て
お
り
、
現
時

点
で
、
変
更
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
各
教
室
の
開
催
日
は
、
週
２
日
か

ら
４
日
程
度
で
、
各
教
室
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
等
と
協
議
の
う
え
決
定

し
て
い
ま
す
。

蓮 沼 洋 志 議員
はす　ぬま　ひろ　 し

一 般 質 問
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質
問

質
問

答
弁

復
興
住
宅
と
公
営
団
地
の

利
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す

①
過
去
に
サ
ロ
ン
活
動
を
し

て
い
た
が
、
休
止
し
て
い
る

集
会
所
に
も
エ
ア
コ
ン
取
付
は
出
来

な
い
か
。

②
認
知
症
基
本
法
が
今
年
６
月
に
成

立
し
た
が
、
町
は
ど
ん
な
取
組
を
し

て
い
く
の
か
。

①
サ
ロ
ン
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
補

助
金
事
業
は
、
熱
中
症
の
予

防
対
策
と
夏
季
の
サ
ロ
ン
活
動
の
継

続
を
目
的
と
し
て
お
り
、
現
在
休
止

中
の
サ
ロ
ン
で
も
、
活
動
を
再
開
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
対
象
と

質
問 サ

ロ
ン
の
推
奨
と

認
知
症
基
本
法
に
つ
い
て

取
組
の
強
化
に

努
め
ま
す　
　

答
弁

答
弁

な
り
ま
す
。
本
事
業
の
活
用
に
よ
り
、

サ
ロ
ン
や
地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
現
在
、
認
知
症
の
相
談
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
を
行
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
や
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
に
よ
り
、
包
括
的
、
継
続

的
な
支
援
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増

や
す
取
組
の
加
速
、
地
域
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
支
援
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
具
体
的
な
支
援
に
つ
な

げ
る
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
立
ち
上
げ

等
に
よ
り
、
地
域
共
生
社
会
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、
認
知
症
基

本
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
町
を
目
指
し
、
各
種
関
連
施
策
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
環
境
と

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

引
き
続
き　
　

取
り
組
み
ま
す

適切な管理、活用が求められる公営住宅
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警戒しつつエサを黙 と々。腹ペコにゃん

にゃんとも
取材は１月10日㈬　午後２時～

第10回

●協力支援者　12名

●連絡・問合せ
代表　高橋様（☎080－5151－5348）まで

【担当】山家　恵子 広報編集委員

　地域猫活動をするにゃんともさんとの出会いがきっかけで、昨年の９月、動物愛護について質問、そ
の後、町を歩く中で、多くの野良猫や多頭飼いを目にするようになりました。そこで、地域猫活動をさ
れているにゃんともさんにお話をお聞きしました。
　18年前、山の中に捨てられていた３匹の子猫を引き取り、看取った経験が活動の原点となったと熱
く語る代表の高橋さん。はじめは一人で外猫を保護し避妊去勢手術をするといったスタイルで地道に多
くの野良猫と関わってきたそうです。猫は繁殖力が強く、一回に４匹から８匹を年２回から４回出産す
るため猫の数をこれ以上増やさないためには不妊去勢手術が有効で、手術した猫は性格が穏やかになり
喧嘩やマーキングが減り、えさの管理やトイレの設置により、ごみ荒らしや糞尿被害が断然減るそうで
す。協力者の一人は、涙ながらに「自分の生活に喜びと癒しを与えてくれる猫たちは大切な存在。家族
の一員です。だからにゃんともの活動を最大限応援したい」と話します。また、飼い主が亡くなり野良
猫となり、縄張り争いで瀕死状態となっていた猫をやっとの思いで捕まえ、病院へ連れていき、里親
になった方も「命を救えてよかった、今は先住猫より主顔でいる姿は、本当に笑える」と、猫たちが
日々の生活に潤いを与えている様子でした。にゃんともでは募金箱を置いたり、あるビルに５０匹以
上野良猫がいる情報から、監視カメラを設置し、周辺の方々の協力のもと、TNR（※）のため、猫を
人に慣れさせ捕獲できるよう、日ごろのエサやりを行っています。TNRのためのエサやりは必要最低
限の量ですが、周囲の人がかわいそうだからとエサやりをすることでTNRが難しくなってしまう現状
もあるようです。地域猫活動は、気が遠くなる地道な活動ですが、猫のおもちゃ製作販売、毎日２回の
YouTube 更新などの活動により県内外に支援の輪が広がり、活動の源となっているとのことでした。
　町民の福祉向上のために日々奮闘するのが議員の役目とすると、一大の生命を、その猫らしく全うし
てほしいと日々努力することは「１人＝１匹を大事に」との思いは同じで、大いに共感！！将来はシェ

ルターを作りたいと先を見据えて尽力されています。
絹の町として猫を大切にしてきた川俣町だからこそ、人と
動物が共生する町づくりに取り組んでいくことが大切だと
実感いたしました。このような地道な活動をしている団体
があることは素晴らしいことだと思います。
今後も応援していきたいと思います！
※Ｔ=Trap：捕獲、Ｎ=Neuter：不妊・去勢手術、
Ｒ=Return：元の場所に戻す

またたび入り！見た目も可愛いおもちゃを納入♪

をしている団体

術、

活動の状況はこちらから
ご覧いただけます♪



　中央公園の頂上に立つ「お手姫像」を見上げるとそ
の顔はなんとなく悲しそうに見える。1,400年前の昔
話によるとお手姫様がこの川俣町や周辺の地に絹織物
の技術を伝えたという。126代続く天皇家で唯一臣下
に暗殺された第32代崇峻天皇の妃でした。時の権力
争いの犠牲になり天皇亡き後、一足早く逃げ延びた息
子である蜂子の皇子を探すためこの地を訪れそしてこ
こに留まったという言い伝えがあります。そんな悲劇
から生まれた養蚕と絹織物の技術によって人々と財の
集まる川俣として永く栄えることになります。
　蜂子の皇子は出羽三山の開祖と言われ墓所は宮内庁
の管理下にあることから史実的にもこの話は裏付けさ
れたものと思います。ということは、このような高貴
なご一行が定住した川俣町周辺は大きな魅力と人々の
温かな人情に満ちあふれた処だったのではないでしょ
うか。私たちはこんなに素晴らしい処で生活させても
らっています。いにしえの話を信じるならばこのエネ
ルギーが存在するこの地に再び人と経済は集まってく
ることを願いたいものです。
　インバウンド・観光・企業・芸術といろいろな手段
が考えられますが私は「人の魅力」という人間力が外
から人々を集めるのだと確信しております。
　お手姫様ご一行が悲劇の中から逃れて、たまたまこ
の地を訪れ、人の温もりに触れて悲しみを癒やした処
が川俣なのです。魅力いっぱいの川俣町の将来に夢が
膨らみます。
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かわまた議会だより　第188号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

町民の

私のひと言

中央公園の頂上に立つ
字舘ノ腰　今 泉 一 則さん

　令和５年11月22日開催の第６回議会臨時会
において、広報編集常任委員会の新しい構成委
員が決定しました。本号より新委員による編集
となります。

新しくなった広報委員会新しくなった広報委員会

叙勲伝達式叙勲伝達式

　令和６年１月５日、元川俣町議会議員の故村
上源吉様への死亡叙勲（旭日単光章）伝達式が
行われました。故村上源吉様のご受賞とその功
績を支えられたご家族の皆様に心より敬意を表
します。


